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平成１６年３月期中間期及び通期の「業績予想の修正」に関するお知らせ

１．業績予想数値の修正

平成１５年５月２３日の決算発表時に公表いたしました平成１６年３月期中間期（平成１５年４月１日～
平成１５年９月３０日）及び平成１６年３月期通期（平成１５年４月１日～平成１６年３月３１日）の業績
予想を下記のとおり修正いたします。

（１）平成１６年３月期中間期（平成１５年４月１日～平成１５年９月３０日）

●単体業績予想数値の修正
（金額の単位：百万円）

経 常 収 益 経 常 利 益 中 間 純 利 益
前回発表予想 （Ａ） 30,500 2,000 2,800
今回修正予想 (Ｂ) 35,000 8,300 8,200
増減額 （Ｂ）－（Ａ） 4,500 6,300 5,400
増減率 （％） 14.8％ 315.0％ 192.9％
（ご参考）

32,587 3,983 5,348前中間期実績(14年9月期)

●連結業績予想数値の修正
（金額の単位：百万円）

経 常 収 益 経 常 利 益 中 間 純 利 益
前回発表予想 （Ａ） 30,700 2,200 2,900
今回修正予想 (Ｂ) 35,200 8,500 8,300
増減額 （Ｂ）－（Ａ） 4,500 6,300 5,400
増減率 （％） 14.7％ 286.4％ 186.2％
（ご参考）

32,770 4,857 6,186前中間期実績(14年9月期)

（２）平成１６年３月期通期（平成１５年４月１日～平成１６年３月３１日）

●単体業績予想数値の修正
（金額の単位：百万円）

経 常 収 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益
前回発表予想 （Ａ） 60,000 3,700 4,000
今回修正予想 (Ｂ) 64,000 9,000 9,000
増減額 （Ｂ）－（Ａ） 4,000 5,300 5,000
増減率 （％） 6.7％ 143.2％ 125.0％
（ご参考）

63,289 △ 9,544 △ 6,788前期実績(15年3月期)

●連結業績予想数値の修正
（金額の単位：百万円）

経 常 収 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益
前回発表予想 （Ａ） 60,400 4,100 4,200
今回修正予想 (Ｂ) 64,400 9,100 9,100
増減額 （Ｂ）－（Ａ） 4,000 5,000 4,900
増減率 （％） 6.6％ 122.0％ 116.7％
（ご参考）

63,637 △ 8,408 △ 5,837前期実績(15年3月期)
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２．修正の理由

＜経常収益（単体）＞

国内債券及び外国債券の売却益を約４４億円確保したことを主因として、経常収益は増加する見込み
です。

＜経常利益（単体）＞

経常収益の増収により業務粗利益も増益となる見通しです。経費削減につきましては、当初計画をや
や上回る程度で進捗しております。不良債権処理につきましては、当初計画をやや下回る見込みです。
さらに、時価のある有価証券で著しく下落（３０％超）した銘柄もなく、減損処理の対象銘柄もありま
せん。このようなことから、経常利益は前回発表予想を大きく上回る見込みです。
しかしながら、地域経済の状況は依然厳しく、また不透明な部分が多いと認識しており、１５年度通

期の予想につきましては、当初の年間計画どおりの与信コストを見込んで算出しております。

＜中間純利益、当期純利益（単体）＞

経常利益の増加により、中間純利益・当期純利益も前回発表予想を上回る見込みです。

＜連結の業績予想＞

単体の業績予想の修正を主因とした修正となっております。

以 上

（ご参考）（ご参考）（ご参考）（ご参考）

平成１６年３月期 業績予想（単体）平成１６年３月期 業績予想（単体）平成１６年３月期 業績予想（単体）平成１６年３月期 業績予想（単体）
（単位：億円）

中 間 期 通 期

当初 今回修正 差異 当初 今回修正 差異
計画(a) 予想(b) (b)-(a) 計画(a) 予想(b) (b)-(a)

４５ ３８業務粗利益 ２５０ ２９５ ５０７ ５４５

４２ ４１うち国債等債券損益 １ ４３ ２ ４３

△３ △３経 費 １５８ １５５ ３１５ ３１２

１ ６一般貸倒引当金繰入額 ① １０ １１ １０ １６

４６ ３５業務純益 ８２ １２８ １８２ ２１７

５ ０コア業務純益 ９１ ９６ １９０ １９０

１７ １８臨時損益 △６２ △４５ △１４５ △１２７

△３ ０うち不良債権処理額② ５０ ４７ １２０ １２０

０ ０うち株式等関係損益 ０ ０ ０ ０

△２ ６＜与信関係費用合計①＋②＞ ６０ ５８ １３０ １３６

６３ ５３経常利益 ２０ ８３ ３７ ９０

△９ △３特別損益 他 ８ △１ ３ ０

５４ ５０中間（当期）純利益 ２８ ８２ ４０ ９０

１５年９月末における「その他有価証券」の含み益は、約５７億円です。（１５年３月末は、４億円
の含み益でした。）
なお、自己資本比率は単体・連結とも７．７％程度となる見込みです。


